
ない子でも元々もってい�る力を最大限にまで引き出�すこと�

ができるのかを考える立�場の者であると思います。�

　わた�し�も，教師が生徒を見守るよう�に，肥料を使わずに�

元気のいいりんごを作り�，その生産量をどうやった�ら増や�

せるかを考えてきたから�こそ，そう思えるのです。�だから，�

小・中学校に行って講演�するときは，子どもたちに�だけで�

なく，む�し�ろ教師のみなさんに聞いて�もらいたいと思って�

います。教師は，じっく�りとモノの本質を見極めて�本来の�

力を発揮させる能力を養�うことを心がけてください�。�

　消費者も同じで，商品�も見た目だけでなく，む�し�ろ中身�

が大事だと思っています�。わた�し�の作るりんごは，無農薬�

で肥料を使わないりんご�です。地球の環境を守る無�農薬り�

んごを作り続けるために�は，消費者の協力が必要で�す。消�

費者は，そのりんごを買�ってくれるだけで環境保全�に貢献�

し�てくれることになりますから�。自然との共存共栄を目指�

し�た農業を続けるためには，生�産者と消費者が一体となる�

ことが大切だと思います�。�

　社会の常識にとらわれ�ず，より良いものをつくろ�うと奮�

闘�し�ていたわた�し�に，周りは冷たい視線を送�っていた時期�

もありま�し�た。そんな中で支えてくれ�たのが家族で�し�た。�

途中であきらめるのが嫌�いなわた�し�で�し�たが，も�し�家族に�

本気で反対されていたら�途中で止めざるを得なかっ�たで�し�

ょう。�し�か�し�家族が理解�し�てくれたおかげで，今の�わた�し�

があります。�

　社会が変わっていくの�は必然性があるからですが�，急激�

に変化する社会はダメだ�と思います。一歩ずつ階段�を上が�

っていくように，あるい�は，電車がゆっくりカーブ�を曲が�

るように，わた�し�の農業をこれからも世の中�，世界中に伝�

えていきたいと思ってい�ます。�

　�

（取材・文責　弘前大�学教授　日景　�弥生）�

　わた�し�は，昔から「疑問に思�うことは自分の目で，納得�

のいくまで試�し�たい。自分自身で体験�し�たい」と考える人�

間で�し�た。�「なぜそうなるのか。�どうすればよくなるのか」�

それは，生活する上でも�農業に携わる上でも共通�し�ていえ�

ることだと思います。わ�た�し�は，ひとつでも多くりん�ごを�

実らせたいと考えるうち�に，害虫や益虫の生態につい�ても�

考えるようになりま�し�た。虫の昼間の生態など�，どんな図�

鑑をめくっても載ってい�ないので，自然から学ぶので�す。�

実際に畑に寝転んで，�虫を観察�し�ま�し�た。�「どこにどういう�

風に産卵するのか。�いつ孵化するのか」�。�わた�し�は８年間観�

察を続けて，確かな結果�を出すことができま�し�た。�

　�し�か�し�，周りの人たちからは�，白い目で見られたり，奇�

人や変人などと言われる�日々があったのも確かです。�みん�

なが言う「ふつう」から�外れたことをすると冷たい目�で見�

られますが，その常識が�間違っているということもあ�りま�

す。実際に，�「ふつう」�の人は，除草剤，肥料，�農薬の使用�

により仕事が楽になって�いますが，農家の生活が潤う�どこ�

ろかますます厳�し�いものとなっているのが現状�です。それ�

にもかかわらず，更なる�進歩発展をも求めるという方�向性�

を失った矛盾が社会には�存在�し�ます。�

　その矛盾を解決するの�に必要なのが，基礎となる教�育だ�

と思います。教育は，た�とえ世の中が便利になっても�「ダ�

メなものはダメじゃなく�，ダメなものはどうやったら�良く�

なるか」を考えることが�大切だと思います。小・中学�校で�

講演するときに，わた�し�は必ず「大きいりんごと小さ�いり�

んご」の話を�し�ます。同�じ�枝について，同じように一�年間�

成長�し�たりんごでも，大きい方�がよくて，小さい方はダメ�

だとみんなはつい線引き�を�し�て�し�まいます。これは学校で�

も同�じ�で，ある一定の成果がで�なければ，おちこぼれだと�

言って線引き�（差別）�し�て�し�まいがちです。わた�し�の考える�

教師とは，線引きをする�のではなく，どうすれば成果�ので�

キムラ　アキノリ�
　1949年，青森県中津軽郡岩木町�（現在は，弘前市）�生まれ。㈱木村興農社の代表取締�役。�
　青森県立弘前実業高等学校を卒�業後，首都圏の会社に就職。20歳代前半より農業�を始め，当初は農協の指導に沿っ�た，通常のりんご栽培を実施�し�ていたが，使用�し�ている農薬で家族に被害が出�
始めたことを，きっかけに徐々に�農薬を減ら�し�堆肥を使用する減農薬・有�機栽培を始める。その後，完全無�農薬・無肥料の栽培を始めるが，�10年近い�無収穫時期を経験，その間，農�作業を行いな�
がら様々な仕事に従事�し�，想像を絶する生活を強いられな�がら，生計を立てる。�
　苦�し�みぬいた無収穫時期を乗り�越えた後，不可能といわれていた�，無農薬・無肥料・無除草剤によ�るりんご栽培を完全に成功させ，�世間では�「奇跡のリンゴ」�と言われるようになり，全ての�農作�
物における自然栽培を実践で立証�・確立させる。また自然栽培成功�後，全国各地に自腹で農業指導に�赴き，依頼があれば一人でも多く�の方に自然栽培を知って頂こう�と講演も実践する。�
　2006年のＮＨＫ「�プロフェッショナル　�仕事の流儀」出演を皮切りに，�書籍「奇跡のリンゴ」�（幻冬舎）�が出版されベス�ト�セラーとなり，世の中で，大反響�を巻き起こす。現在も農作業の傍�ら，�
日本および世界へと自然栽培の普�及・啓蒙の為に農業指導や講演実�施と尽力を注いでいるが，�想像を超えるあまりの問合せの多�さに，�一人で全てを実践�し�て行くことの限界を痛切に�感じ，�2009年�
5月より組織化を�し�，組織と�し�て自然栽培の普及・啓蒙の実践�を目指す。�
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3．�「真正の評価」論という考え方�

　ところで，�評価研究の中で注目�し�たい論に，�「真正の�

評価」�がある。この評価論は，�「標準テス�ト�」�への疑問�

や批判と�し�て出されてきたものである。�「標準テス�ト�」�

で良い成績を収めたと�し�ても，それは学校の中で�し�か�

通用�し�ない特殊な能力を評価�し�たに過ぎず，生きて働�

く学力を形成�し�たという保障にはならないのではない�

かとの問題意識がある。�そこで，�真正の評価論は，�「リ�

アルな課題」�を提示�し�，�「本物の�（authentic）�課題に取り�

組ませることによってこそ，子どもたちの中に生きて�

働く学力が形成されるとともに，�その学力形成�（パフォ�

ーマンス）�の様相を評価できると考えられた」という�2。�

　�「活用力」�「生きて働く学力」�「探求型の学び」�それぞ�

れの厳密な検討をする必要はあるものの，ここでは，�

知識と技能の定着を目標に�し�それを測定することを良�

し�と�し�ない研究動向があることにまず留意�し�たい。�

　�

4．家庭科における実践力�

　話を家庭科に戻そう。家庭科は，まさに，身近な日�

常のリアルな生活課題に取り組み，教室の中で得た知�

識・技能を使い，いや，それだけでなく，自ら必要と�

する情報を収集�し�て解決をめざすことを目標と�し�てい�

る。�その意味では，�習得�し�た知識・技能を活用�し�，�「実�

践すること」�「実践�し�ながら探求すること」�が求められ�

るといってよい。�

　学習指導要領小学校「家庭」の目標は「……家族の�

一員と�し�て生活をよりよく�し�ようとする実践的な態度�

を育てる」�，中学校�「�家庭分野」�の目標は�「…これから�

の生活を展望�し�て，課題をもって生活をよりよく�し�よ�

うとする能力と態度を育てる」�とある。�「態度」�が目標�

になるということについては，賛否両論あるが，その�

是非はひとまず脇において，実践力と�し�てとらえた場�

合，それはまさに「生きて働く学力」を明瞭に�し�たも�

のといえる。�

　�

5．さまざまな学習活動とパフォーマンス評価�

　�「真正の評価」�の立場からは，評価手段と�し�て，ペー�

パーテス�ト�ではなく，具体的なさまざまな活動例が提�

示されることになる。家庭科の場合は�「真正の評価論」�

の主張以前から，さまざまな評価手段が採用されてき�

ている。調理実習の作業過程，包丁の実技，実習後の�

レ�ポー�ト�，被服製作のプロセス，住環境ウォッチの�ビ�

デオ制作過程・家族関係のロールプ�レ�イ等々数多く手�

段はある。最近ではポー�ト�フォリオ評価がある。�

　�し�か�し�，それが真性の評価になるために，また活用�

力や問題解決力が身についたかどうか，そのパフォー�

マンスで，どのような観点から評価するかは，家庭科�

では蓄積�し�てきてはいない。一般には，ルーブリック�

という評価規準表に基づいて行うことが提案されてい�

る�3。�

　�し�か�し�ながらルーブリックという評価規準表作成は，�

かなりの時間と複数人の共同作業を要求する。採点例�

を蓄積�し�ていく作業を�し�つつも，�「評価規準の作成のた�

めの参考資料」�（小学校）�，�（中学校）�（2010.11）�国立教育�

政�策�研�究�所�教�育�課�程�研�究�セ�ン�タ�ー�（�学�習�指�導�要�領�の�A

～Ｄの各項目計11項目を「内容のまとまり」と�し�て示�

し�，評価規準の例が示されている。本誌８～13頁に抄�

録。�）�を参考に�し�ながら，�また一方で自己評価�4および相�

互�評�価�（�児�童�・�生�徒�―�児�童�・�生�徒�と，教�師�―�児�童�・�生�

徒）�を丁寧に蓄積�し�ていくことから，�テス�ト�にかわる評�

価手段と�し�て試みる必要があると思われる。�

1．は�じ�めに�

　家庭科関係者の間では，たびたび「家庭科にペーパ�

ーテス�ト�はあまりな�じ�まない」と話題になる。それは�

教育内容に，調理実習や被服製作などの技能を含むこ�

ともあるが，それだけではない。教師たちは，家庭科�

教育の目標を，教室で知識や技能を身につけるだけで�

なく，�「生活に生かす実践力と�し�て身につける」�ことに�

置いているからである。生活に生か�し�ているかどうか，�

さらにどのように生か�し�ているかが重要だと考えてい�

るからである。�し�か�し�，それをどのように評価するか�

については，いまだ，模索�し�続けている。ここでは，�

昨年，文部科学省等から出された学習評価の一連の文�

書�（本誌８～13ページ参照）�等と，教育学における評価�

論の動向を手がかりに，家庭科における評価について�

若干の問題整理を�し�たいと思う。�

　�

2．活用力・問題解決力重視の動向と評価�

　中教審�（2008）�では次のように述べる。�

　�「各教科の指導の中で，�基礎的・基本的な知識・技能�

の習得とともに，観察・実験や�レ�ポー�ト�の作成・論述�

といったそれぞれの教科の知識を活用する学習活動を�

充実させることを重視する必要がある。各教科におけ�

るこのような取り組みがあってこそ，総合的な学習の�

時間における教科等を横断�し�た課題解決的な学習や探�

求的な活動も充実する�し�，各教科の知識・技能の確実�

な定着にも結びつく」と述べ，問題解決的な探求的な�

学びの指向をいう。�

　安彦は�「本来�「活用型」�の学習は，�「習得型」�の学習�

成果を「探求型」の学習に結びつけるために考え出さ�

れたものであり，この意味で「探求型」の学習に結び�

つく「活用力」でなければならない」とする�1。�

　また，評価については以下のような報告や通達が出�

されている。昨年，評価について出された各文書等の�

うち，上記の問題意識から筆者が抽出�し�た内容は以下�

のようになる。�（順不同）�

ツルタ　アツコ�
聖心女子大学教授。�高等学校・中学校の家庭科教員の後，�山形大学・�
群馬大学を経て現職。�日本家庭科教育学会会長・生活やものづくりに�
必要な学びの充実をめざすネッ�ト�ワーク世話人代表。�最近の著書等に�
柴田義松監修，山田綾・鶴田敦子編著�『�家庭科の本質がわかる授業①�
生活をみつめる食』�（日本標準，2010）�など。�

1　�　�安彦忠彦編�『�「活用力」�を育てる授業の�考え方と実践』�図書文�

化，2008
2　�　�B.D.シ�ャ�ク�リ�ー�／�Ｎ.バ�ー�バ�ー�／　�R.ア�ン�ブ�ロ�ー�ス�／�S.ハ�ン�ズ�

フォー�ド�著，田中耕二監�訳『ポー�ト�フォリオをデザイ�ンする�

―教育評価へ�の新�し�い挑戦』ミネル�ヴァ書房，2001
3　�　�高浦勝義�『絶対評価とル�ーブリックの理�論と実際』�黎明書房，�

2004
4　�　�安彦忠彦�『自己評価�「自己教育論」�を超えて』�図書文化，2005

なお，以下を参�照されたい�

・鶴田敦子「目�標・評価方法は，�子どもと保護者�の同意を得な�

がら進める」�（田中耕二編著�『小学校新指導�要録　改訂のポ�イ�

ン�ト�』日本標準，2010）�

・鶴田敦子「家�庭」�（教育目標・評価�学会編『�「評価の時代」�を�

読み解く―教�育目標・評価研究�の課題と展望』�下巻，日本標�

準，2010）�

「児童生徒の学習評価�の在り方について�（報告）�」�

（�2010.3）�中�央�教�育�審�議�会�初�等�中�等�教�育�分�科�会�教�育�課�程�

部会�

○�「�思考・判断・表現」�の評価に当たっては，論述・�発�

表や�討�論，�観�察�・�実�験と�レ�ポ�ー�ト�の�作成�な�ど新�し�い学�

習活動を積極的に取り入れ�，実現状況を評価する。�

○児�童�生徒�が�行う�自�己評�価�や�相互�評�価は�…�…主�体�的に�

学ぶ意欲を高めること等学�習の在り方の改善に役立�

　つこ�と�か�ら，積�極的�に�取�り組�ん�で�い�くこ�と�も�重�要で�

ある。�

「小学校，�中学校，�高等学校及び特別支�援学校等におけ�

る�児�童�生�徒�の�学�習�評�価�及�び�指�導�要�録�の�改�善�等�に�つ�い�

て」�（文部科学省初等中等教育�局長通知）�（2010.5）�

○中学校技術・家庭科「�家庭分野」の観点�

　�（�「思考�・�判�断�・�表現」の�観�点�で�は�なく�そ�れ�に�相�当す�

る内容と�し�て以下が提示されている�。―筆者注）�

　�「工夫・創造する能力�」�―衣食住や家族の生活などに�

ついて見直�し�，�課題を見付け，�その解決を目指�し�て家�

庭生活をよりよくするために�工夫�し�創造�し�ている。�

教育の目�

[特集]
実践力を育む計画と評価
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学習指導要領�
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商品の選択と購入�

販�
売�
方�
法�
の�
特�
徴�

Ｄ�
の�
ガ�
イ�
ダ�
ン�
ス�

2

D（1）�イ�

家�
庭�
生�
活�
と�
消�
費�

1
D（1）�
ア�

生活を豊かにするも�のをつくろう　浴衣�を着てみよう�

衣�
生�
活�
に�
つ�
い�
て�
の�
課�
題�
と�

　�
実�
践�

3

C（3）�イ�

住まいのはたらき�
安全な住まい�
快適な住まい�

住�
居�
の�
基�
本�
的�
な�
機�
能�

1
C（2）�
ア�

安�
全�
な�
室�
内�
環�
境�
の�

　�
整�
え�
方�

2

C（2）�イ�

快�
適�
な�
住�
ま�
い�
方�
の�
工�
夫�

3

C（2）�イ�

よ�り�よ�い�消費�
生活�の�た�め�に�

消�
費�
生�
活�
の�
ト�
ラ�
ブ�
ル�
を�
防�
ご�
う�

1
D（1）�
ア�

消�
費�
者�
の�
権�
利�
と�
責�
任�

1
D（1）�
ア�

消�
費�
者�
を�
支�
え�
る�
し�
く�
み�

1
D（1）�
ア�

環境に�
配慮�し�
た生活�

家�
庭�
生�
活�
と�
環�
境�

2

D（2）�ア�

1
年�
　�3
5
時�
間�
 �

学習題材�

学習内容�

授業時数�

学習指導要領�

自立�を�目指�
し�て�学ぶ�

家�
庭�
分�
野�
ガ�
イ�
ダ�
ン�
ス�

2

A（1）�

週�（時）�1 2
私�の�成長�と�家族�
私�た�ち�と�家族�・�
家庭�と�地域�

Ａ�
の�
ガ�
イ�
ダ�
ン�
ス�

1

A（1）�

健康�と�食生活　　食品の�選択�と�保存　　調理�を�し�よ�う�　　地域�の�食材�と�食文化�

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

家�
庭�
と�
家�
族�
関�
係�

2

A（2）�

調�
理�
の�
プ�
ロ�
に�
な�
ろ�
う�

Ｂ�
の�
ガ�
イ�
ダ�
ン�
ス�

3

B（1）�ア�

2

B（1）�イ�

Ｔ�
Ｒ�
Ｙ�
野�
菜�
実�
験�

　�
あ�
れ�
こ�
れ�

2

B（3）�ア�

野�
菜�
料�
理�
に�
挑�
戦�

2

B（3）�アイ�

肉�
料�
理�
に�
挑�
戦�

4

B（3）�アイ�

食�
品�
に�
含�
ま�
れ�
る�

　�
栄�
養�
素�
を�
知�
ろ�
う�

2

B（2）�ア�

食�
品�
を�
探�
ろ�
う�

3

B（1）�イ�，�（2）�ウ�

一�
日�
に�
必�
要�
な�

　�
栄�
養�
素�
を�
知�
ろ�
う�

2

B（2）�ア�

一�
日�
の�
献�
立�
を�
た�
て�
よ�
う�

2

B（2）�イ�

魚�
料�
理�
に�
挑�
戦�

5

B（3）�アイ�

食�
生�
活�
の�
改�
善�
策�
を�

　�
考�
え�
よ�
う�

3

B（3）�ウ�

〈ポイン�ト�〉�
・家庭分野の目標である，実践的・体験�的な学習活動から，�

　基礎的・基本的な知識，技術を身に付�けることができる�

　ように，計画を工夫�し�ま�し�た。�

指導計画例1　B（食生活�と�自立）�の�内容�を�工夫�し�た�指導計画案　�ス�ト�ー�リ�ー�性�を�重視�し�，�小学校�の�学習内容�と�の�積�み�重�ね�を�考�え�て�

3
年�
　�1
7
・�
5
時�
間�
 �

学習題材�

学習内容�

授業時数�

学習指導要領�

幼児の生活と遊び�

幼�
児�
の�
生�
活�
と�
心�
身�
の�

　�
発�
達�
の�
特�
徴�

4

A（3）�ア，イ �

幼�
児�
の�
遊�
び�
と�
発�
達�

5

　�　�　�ふ�
れ�
合�
い�
体�
験�
の�
前�
に�

7

A（3）�ウ，�エ�【課題と実践】�，�D（2）�

３�
年�
間�
の�
ま�
と�
め�

1.5

全�

2
年�
　�3
5
時�
間�
 �

環境に配慮�し�た衣生活�学習題材�

学習内容�

授業時数�

学習指導要領�

衣�
服�
の�
目�
的�
に�
応�
じ�
た�
着�
用�

　�
活�
用�
と�
選�
び�
方�

8

 �C（3）�ア，D（2）�

日�
常�
着�
の�
手�
入�
れ�

環�
境�
に�
配�
慮�
し�
た�
衣�
生�
活�

調�
理�
実�
習�

・�
地�
域�
の�
食�
材�
を�
使�
っ�
た�

　�
調�
理�
 �
 �
 �
 �
 �

4

B（3）�イ，�ウ�【課題と実践】�，�D（2）�

地球に優�し�い住生活�

住�
ま�
い�
の�
は�
た�
ら�
き�

6

C（2）�

環�
境�
に�
配�
慮�
し�
た�
消�
費�

　�
生�
活�
の�
工�
夫�

地�
域�
の�
食�
材�
と�
郷�
土�
料�
理�

　�
・�
地�
産�
地�
消�
を�
考�
え�
る�

3

受�
け�
継�
が�
れ�
る�
食�
文�
化�

　�
地�
域�
と�
世�
界�
へ�
目�
を�
向�

　�
け�
て�

2

1
年�
　�3
5
時�
間�
 �

学習題材�

学習内容�

授業時数�

学習指導要領�

自分の�成長�
と�家族�

わ�
た�
し�
の�
成�
長�
と�
家�
族�

1

A（1）�

週�（時）�1 2

家族・家庭と�
子どもの成長�

2

資源や環境を考え�た食生活　　健康と�食生活�

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

わ�
た�
し�
た�
ち�
と�
家�
族�
・�
家�
族�

　�
と�
地�
域�

5

A（2）�

健�
康�
と�
食�
生�
活�

4

B（1）�，�（2）�イ�

調�
理�
の�
計�
画�

2

B（3）�ア�

環�
境�
に�
配�
慮�
し�
た�
生�
活�
の�

　�
工�
夫�

ま�
と�
め�

2

D（2）�

〈ポイン�ト�〉�
・家庭生活と消費�・�環境との関連を意識�し�，�Ｄ�（消費�・�環境）�と�

Ｂ�（食生活）�およびＣ�（衣生活�・�住生活）�との連携を図りま�し�

た。�

・�【�課題と実践】�は，１または２事項選択�し�て実施できるよ�

うA，�B，�C （�【課題と実践】�と�し�

て選択�し�なかった事項は，�基礎的・基本的な学習内容に振�

り替えて実施�し�てください）�。�

指導計画例3　環境�に�配慮�し�た�生活�を�目指�す�指導計画案�（Ｄ�と�Ｂ及びＣ�と�の�連携�を�図�っ�た�計画）�

3
年�
　�1
7
・�
5
時�
間�
 �

学習題材�

学習内容�

授業時数�

学習指導要領�

人と家族のかかわり�を通�し�て�

幼�
児�
の�
観�
察�
や�
遊�
び�
道�
具�

　�
の�
製�
作�

5

A（3）�イ，ウ�

ま�
と�
め�

1

幼�
児�
と�
の�
ふ�
れ�
合�
い�
活�
動�

2

A（3）�ウ�

よ�
り�
よ�
い�
消�
費�
生�
活�

2

3
年�
間�
の�
ま�
と�
め�

1.5

D（2）�

2
年�
　�3
5
時�
間�
 �

学習題材�

学習内容�

授業時数�

学習指導要領�

食�
品�
の�
栄�
養�
的�
な�
特�
質�

中�
学�
生�
の�
一�
日�
に�
必�
要�
な�

　�
食�
品�
の�
種�
類�
と�
概�
量�

2

B（2）�イ�

地�
域�
の�
食�
材�
を�
生�
か�
し�
た�

　�
調�
理�

　�

11

B（3）�ア，イ�

自�
分�
の�
成�
長�
と�
家�
族�
や�

　�
家�
庭�
生�
活�
と�
の�
か�
か�
わ�
り�

3

A（1）�

中�
学�
生�
の�
一�
日�
分�
の�
献�
立�

2

B（2）�イ�

食�
品�
の�
選�
択�

2

B（2）�ウ�

食生活�と�自立「バ�ラ�ン�ス�の�と�れ�た�食事づ�く�り�を�通�し�て�」�

家�
庭�
や�
家�
族�
の�
基�
本�
的�
な�

　�
機�
能�

4

A（2）�ア�

こ�
れ�
か�
ら�
の�
自�
分�
と�
家�
族�

・�
家�
族�
関�
係�
を�
よ�
り�
よ�
く�

す�
る�
方�
法�

2

A（2）�イ�

3

A（1）�

幼�
児�
の�
発�
達�
と�
生�
活�
の�

　�
特�
徴�

4

A（3）�ア�

1
年�
　�3
5
時�
間�
 �

学習題材�

学習内容�

授業時数�

学習指導要領�

家�
庭�
分�
野�
ガ�
イ�
ダ�
ン�
ス�

1

A（1）�

週�（時）�1 2

日常着�の�活用�

衣�
服�
の�
は�
た�
ら�
き�

1

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

自�
分�
ら�
し�
く�
目�
的�
に�

　�
合�
わ�
せ�
た�
着�
方�

2

C（1）�ア�

衣�
服�
の�
活�
用�
と�
選�
び�
方�

3

C（1）�イ�

手�
入�
れ�
と�
表�
示�

2

安�
全�
で�
快�
適�
な�
住�
ま�
い�

2

C（2）�イ�

3

C（1）�ウ�

健�
康�
と�
食�
生�
活�

2

B（1）�ア�

・まとめ�

・発表�

・製作 � �

・製作の計画 �

5

C（3）�

基�
礎�
的�
な�
日�
常�
食�
の�
調�
理�

3

B（2）�ア，�（3）�ア�

指導計画例2　人�と�家族�の�か�か�わ�り�を�見�つ�め�，�生活�を�よ�り�よ�く�し�，�衣食住�の�自立�を�目指�す�指導計画案�

日常着�の�手入れ� 住�ま�い�の�は�た�ら�き�・�
安全�で�快適�な�住�ま�い�

生活�を�豊か�に�す�る�
小物づ�く�り�

食生活�と�自立�
「健康�に�よ�い�食生活」� 調理�を�し�よ�う�

汚�
れ�
と�
手�
入�
れ�

1

い�
ろ�
い�
ろ�
な�
繊�
維�

1

衣�
服�
の�
洗�
濯�

1

住�
ま�
い�
の�
役�
割�

1

と�
も�
に�
住�
ま�
う�

1

C（2）�ア�

自�
分�
の�
食�
生�
活�

1

栄�
養�
素�
の�
は�
た�
ら�
き�
と�
食�
品�

3

B（1）�イ�

中�
学�
生�
に�
必�
要�
な�
栄�
養�

1

食�
品�
や�
調�
理�
用�
具�
等�
の�

　�
適�
切�
な�
管�
理�

1

人と家族のかか�わりを通�し�て�

よりよい消費者を目�指�し�て�

家�
庭�
生�
活�
と�
消�
費�

2

D（1）�ア�

商�
品�
の�
選�
択�
と�
購�
入�

3

D（1）�イ�

1

2

B（2）�ア�

身近な消費生活と環�境�家�
庭�
分�
野�
ガ�
イ�
ダ�
ン�
ス�

食�
品�
の�
選�
択�
と�
保�
存�

4

B（2）�ア，ウ�

2

B（2）�ウ，�（3）�ア，D（2）�

調�
理�
実�
習�
②�

・�
生�
鮮�
食�
品�
の�
選�
び�
方�
と�

　�
魚�
の�
調�
理�

4

調�
理�
実�
習�
③�

・�
調�
理�
時�
間�
を�
短�
縮�
し�
た�

　�
肉�
の�
調�
理�

4

家�
庭�
生�
活�
と�
消�
費�

1
D（1）�
ア�

商�
品�
の�
選�
択�
と�
購�
入�

2

D（1）�イ�

よ�
り�
よ�
い�
消�
費�
生�
活�
の�

　�
た�
め�
に�

2

D（1）�ア�

地域の食材と食�文化�

8

C（1）�，D（2）�

地�
域�
の�
安�
全�
マ�
ッ�
プ�
を�
つ�

く�
っ�
て�，�

身�
近�
な�
環�
境�

の�
問�
題�
に�
つ�
い�
て�
考�
え�

よ�
う�

4

C（3）�イ�【課題�と�実践】�

各自のテーマに沿っ�て幼児と�
ふれ合ってみよう�

子�
ど�
も�
の�
成�
長�
と�
地�
域�

子�
ど�
も�
の�
成�
長�
と�
家�
族�
の�

　�
役�
割�

〈ポイン�ト�〉�
・�衣�生�活�・�住�生�活�と�食�生�活�の�一�部�を�１�年�で�学�習�し�，２�年�で�

は，１年から続いて食生活から始める案�です。�

・３年間の前半は，�衣食住の生活の自立を目指すことに，�後�

半�は�人�と�家�族�の�か�か�わ�り，消�費�生�活�に�重�点�を�お�い�た�案�で�

す。�

性
を
生
か
す
着
用
の
工
夫�

のそれぞれに示しました�

3年間を見通して実践力を育む指導計画
～新学習指導要領完全実施に向けて～�

技・家［家庭分野］の指導計画 技・家［家庭分野］の指導計画

　新学習指導要領への移行措置の最終段階に入り，

新学習指導要領のもとでの指導計画案作成の研究

をすすめておられるところでしょう。�

　技術・家庭科の総時間数が35+35+17.5=87.5時間

という中で，新学習指導要領ＡＢＣＤの各内容を「生

活に生かす実践力として身につける」ための指導

計画の作成に苦慮されているところではないでし

ょうか。�

　実習の時間が限られている中では，「生活の課

題と実践」の活用が一つの鍵となるかもしれません。�

　ここでは，新学習指導要領ＡＢＣＤの内容を柔

軟に再構成して目標を達成しようと考えられた５

つの指導計画案をご紹介いたします。�

　年間指導計画作成の参考としていただけました

ら幸いです。�

栄
養
素
の
は
た
ら
き
を�

　
知
ろ
う（
野
菜
編
）�

衣
服
の
補
修�

　
「
ま
つ
り
縫
い
・�

　
ス
ナ
ッ
プ
つ
け
」�

基
礎
的
な
日
常
食
の
調
理�

　
「
肉
・
魚
・
野
菜
を�

　
使
っ
た
調
理
」�

親
の
思
い
「
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー�

　
チ
ャ
ー
を
お
招
き
し
て
」�

暮
ら
し
の
中
の
マ
ー
ク�

こ
れ
か
ら
の
わ
た
し
と
家
族�

　（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど�

　
を
含
む
）�

調
理
実
習
①�

・
野
菜
の
調
理
（
野
菜
を�

　
丸
ご
と
使
っ
た
調
理
）�

身
近
な
布
を
生
か
し
た�

　
小
物
製
作�

・
基
礎
縫
い
（
ミ
シ
ン
縫�

　
い
，
ま
つ
り
縫
い
，
　�

　
ス
ナ
ッ
プ
・
ボ
タ
ン
付
　�

　
け
）
を
活
用
し
た
小
物�

安
全
な
住
ま
い（
住
ま
い
の�

　
安
全
対
策
，
災
害
へ
の�

　
備
え
）�

快
適
な
住
ま
い�

（
空
気
調
節
と
騒
音
対
策
）�

テ
ー
マ
設
定
、
計
画
に�

　
基
づ
い
た
遊
具
の
製
作�

　（
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
を
利�

　
用
し
て
遊
具
を
作
ろ
う
）�

課
題
を
も
っ
た
幼
児
と
の�

　
ふ
れ
合
い
活
動�

・
観
察
記
録
，
テ
ー
マ
に
　�

　
対
す
る
体
験
記
録
の
作
成
　�
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住
生
活
�と
�自
立
�

身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
�

1 年
�
　
�
3 5 時
�
間
�
 

�

学
習
題
材
�

学
習
内
容
�

授
業
時
数
�

学
習
指
導
要
領
�

家
族
・
家
庭
�と
�子
�ど
�も
�の
�成
長
�

家
�

庭
�

分
�

野
�

ガ
�

イ
�

ダ
�

ン
�

ス
�

1

A（
1）
�

週
�（
時
）
�
1

2 わ
た
�し
�の
成
長
と
家
族
�

わ
た
�し
�の
成
長
，
�わ
た
�し
�を
�

支
�え
�て
�く
�れ
�た
�家
�族
�や
�周
�

囲
の
人
々
�

わ
�た
�し
�た
�ち
�と
�家
�族
�・
�家
�

庭
と
地
域
�

家
庭
の
は
た
ら
き
，
�わ
た
�し
�

た
ち
の
家
庭
生
活
と
地
域
�

食
生
活
�と
�自
立
�

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33
34

35

指
導
計
画
例
4　
生
活
�を
�展
望
�し
�て
�，
生
活
�を
�よ
�り
�よ
�く
�し
�よ
�う
�と
�す
�る
�能
�力
�と
�態
度
�を
�育
�て
�る
�指
導
計
画
案
�

食
生
活
�と
�自
立
�

5

A（
2）
�ア
、
イ
�

幼
児
の
生
活
�

幼
児
期
�っ
�て
�ど
�ん
�な
�時
代
�

幼
児
の
体
の
発
達
�

幼
児
の
心
の
発
達
�

子
�ど
�も
�の
�成
�長
�と
�家
�族
�の
�

役
割
�

子
ど
も
の
成
長
と
地
域
�

5

A（
3）
�ア
�

健
康
と
　
�

食
事
　
　
�

食
事
に
つ
�

い
て
考
え
�

る
　
　
　
�

2

B（
1）
�ア
�

健
康
と
食
事
�

調
理
を
�し
�よ
う
�（
肉
の
調
理
実
習
）
�

食
品
と
栄
養
素
の
関
係
�（
た
ん
ぱ
く
質
）
�

中
学
生
に
必
要
な
栄
養
素
の
特
徴
�

肉
の
特
徴
と
調
理
上
の
性
質
�

調
理
の
計
画
�

8

B（
1）
�イ
，
�（
2）
�ア
，
ウ
，
�（
3）
�ア
�

家
庭
生
活
と
消
費
�

商
品
の
選
択
と
購
入
�

よ
�り
�よ
�い
�消
�費
�生
�活
�の
�た
�

め
に
�

環
境
に
配
慮
�し
�た
生
活
�

5

D（
1）
�ア
，
イ
，
�（
2）
�

健
康
と
食
事
　
食
品
の
選
択
と
保
存
�

調
理
を
�し
�よ
う
�（
野
菜
の
調
理
実
習
）
�

食
品
と
栄
養
素
の
関
係
�（
�ビ
�タ
ミ
ン
，
炭
水
化
物
，
�

脂
肪
，
無
機
質
）
�

野
菜
の
特
徴
と
調
理
上
の
性
質
�

生
鮮
食
品
の
選
び
方
�

食
品
群
別
摂
取
量
の
め
や
す
と
１
食
分
の
献
立
�の
�

立
て
方
�

9

B（
1）
�イ
，
�（
2）
�イ
，
ウ
，
�（
3）
�ア
�

2 年
�
　
�
3 5 時
�
間
�
 

�

学
習
題
材
�

学
習
内
容
�

授
業
時
数
�

学
習
指
導
要
領
�

食
生
活
�の
�自
立
�

家
族
・
家
庭
�と
�子
�ど
�も
�の
�成
長
�

健
康
と
食
事
�

食
品
の
選
択
と
保
存
　
�

調
理
を
�し
�よ
う
�（
魚
の
調
理
実
習
）
�

魚
の
特
徴
と
調
理
上
の
性
質
�

食
�品
�群
�別
�摂
�取
�量
�の
�め
�や
�す
�と
�１
�日
�分
�の
�献
�

立
の
立
て
方
�

加
工
食
品
の
選
び
方
と
食
品
の
表
示
と
保
存
�

8

B（
2）
�イ
，
ウ
，
�（
3）
�ア
�

地
域
の
食
材
と
�

食
文
化
�

地
�域
�の
�食
�材
�と
�郷
�土
�

料
理
�

受
�け
�継
�が
�れ
�る
�食
�文
�

化
�
地
域
と
世
界
へ
目
を
�

向
け
て
�

4

B（
3）
�イ
�

食
生
活
の
課
題
と
�

実
践
�

4

B（
3）
�ウ
�

幼
児
の
生
活
と
遊
び
�

幼
児
の
遊
び
と
発
達
�

幼
児
の
遊
び
を
支
え
る
�

6

A（
3）
�イ
�

幼
児
と
の
ふ
れ
合
い
�

ふ
�れ
�合
�い
�体
�験
�の
�前
�

に
�
ふ
れ
合
い
体
験
�

ふ
�れ
�合
�い
�体
�験
�を
�ふ
�

り
返
る
�

4

A（
3）
�ウ
�

こ
�れ
�か
�ら
�の
�

わ
�た
�し
�た
�ち
�

と
�家
族
�

中
学
生
�と
�家
�

族
�と
�の
か
�か
�

わ
�り
�，
家
�族
�

と
�の
�関
係
�

2

A（
3）
�ウ
�

快
適
に
住
ま
う
�

住
ま
い
の
は
た
ら
き
�

住
ま
い
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
�

共
に
住
ま
う
�

安
全
な
住
ま
い
�

住
ま
い
の
安
全
対
策
�

災
害
の
備
え
�

7

C（
2）
�ア
，
イ
�

3 年
�
　
�
1 7 ・
�
5 時
�
間
�
 

�

学
習
題
材
�

学
習
内
容
�

授
業
時
数
�

学
習
指
導
要
領
�

住
生
活
�と
�自
立
�

快
適
な
住
ま
い
�

室
内
の
空
気
調
�

節
�

住
ま
い
の
音
�

3

C（
2）
�イ
�

自
分
ら
�し
�く
清
潔
に
着
る
�

日
常
着
の
活
用
�

衣
�服
�の
�は
�た
�ら
�き
，
自
�分
�ら
�し
�く
�目
�的
�

に
�合
�わ
�せ
�た
�着
�方
，
衣
�服
�の
�活
�用
�と
�選
�

び
方
�

日
常
着
の
手
入
れ
�

汚
れ
と
手
入
れ
，
�手
入
れ
と
表
示
，
�衣
服
�

の
�洗
�濯
，
衣
�服
�の
�補
�修
�と
�ア
�イ
�ロ
�ン
�か
�

け
�

環
境
に
配
慮
�し
�た
衣
生
活
�

7

C（
1）
�

衣
生
活
�と
�自
立
�

生
活
を
豊
か
に
す
る
�

も
の
の
製
作
�

製
作
�の
�順
序
�と
�要
点
�

縫
う
前
に
知
っ
て
�

お
こ
う
�

楽
�し
�く
つ
く
る
�

4

C（
3）
�ア
�

住
・
衣
生
活
�と
�自
立
�

衣
・
住
生
活
の
�

課
題
と
実
践
�

3.
5

C（
3）
�イ
�

〈
ポ
イ
ン
�ト
�〉
�

・
人
や
家
族
と
の
か
か
わ
り
を
通
�し
�て
，
食
生
活
・
住
生
活
・
衣
生
活
の
自
立
を
目
�指
�し
�て
学
習
活
動
�

を
進
め
て
い
く
案
で
す
。
�

・
衣
食
住
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
と
切
り
離
せ
な
�い
「
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
」
の
学
習
は
，
�実
習
・
�

製
作
学
習
の
前
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
�

家
庭
生
活
�と
�消
費
�

1 年
�
　
�
3 5 時
�
間
�
 

�

学
習
題
材
�

学
習
内
容
�

授
業
時
数
�

学
習
指
導
要
領
�

家
庭
分
野
�

ガ
�イ
�ダ
�ン
�ス
�

今
�

ま
�

で
�

の
�

自
�

分
� 2

A（
1）
�

週
�（
時
）
�
1

2

家
族
・
家
庭
の
�

機
能
�

自
分
と
家
族
の
�

か
か
わ
り
を
考
�

え
よ
う
�

健
康
�な
�食
生
活
�（
�そ
�の
�1）
�

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33
34

35

指
導
計
画
例
5　
�「
食
」
�の
�学
習
内
容
�を
�発
達
段
階
�に
�合
�わ
�せ
�て
�分
�け
�，
全
学
年
�に
�調
理
実
習
�を
�取
�り
�入
�れ
�た
�指
導
計
画
案
�

3

A（
1）
�
（
2）
�
ア
�，
�
イ
�

　
�
食
事
が
果
た
す
役
割
�

栄
�養
�素
�の
�種
�類
�と
�は
�

た
ら
き
�

食
品
の
栄
養
的
特
質
�

調
理
実
習
：
�

　
米
粉
の
だ
ん
ご
�

☆
�炭
�水
�化
�物
�の
�体
�内
�

で
�の
�は
�た
�ら
�き
�と
�5

群
の
食
品
� 4

B（
1）
�ア
�，
�イ
�，
�
（
�2）
�ア
�，
�
（
3）
�ア
�

家
庭
生
活
�

と
地
域
�

家
庭
生
活
�

を
支
え
る
�

地
域
の
�し
�

く
み
� 2

A（
2）
�ア
�，
�イ
�

5

B（
1）
�
ア
�，
�
イ
�，
�
（
2）
�
ア
�，
�
（
3）
�
ア
�

4

2 年
�
　
�
3 5 時
�
間
�
 

�

学
習
題
材
�

学
習
内
容
�

授
業
時
数
�

学
習
指
導
要
領
�

子
�ど
�も
�の
�成
長
�と
�家
族
�

家
庭
生
活
�と
�環
境
�

幼
�児
�が
�周
�囲
�の
�人
�と
�

か
�か
�わ
�り
�合
�え
�る
�よ
�う
�

な
�遊
�び
�方
�を
�考
�え
�よ
�う
�

 ゲ
�ス
�ト
�テ
�ィ
�ー
�チ
�ャ
�ー
�と
�

し
�て
�親
�子
�を
�招
�き
�，
幼
�

児
�と
�の
�か
�か
わ
�り
�方
�の
�

工
夫
�を
�し
�よ
�う
�

4

A（
3）
�イ
，
ウ
�

4

C（
2）
�ア
，
イ
�

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
�

環
境
�

環
�境
�に
�配
�慮
し
�た
�生
�

活
�を
�考
�え
�た
�り
，
調
�

べ
た
り
�し
�よ
う
�

4

D（
2）
�

　
�
生
鮮
食
品
�

と
�加
工
食
�

品
�
食
品
�の
�表
�

示
�と
�食
品
�

添
加
物
�

2

B（
2）
�ウ
�

3 年
�
　
�
1 7 ・
�
5 時
�
間
�
 

�

学
習
題
材
�

学
習
内
容
�

授
業
時
数
�

学
習
指
導
要
領
�

生
活
に
か
か
る
金
銭
�

収
入
と
消
費
の
バ
ラ
�

ン
ス
�

悪
質
商
法
対
策
ゲ
ー
�

ム
�
消
費
者
を
支
え
る
機
�

関
と
法
律
� 4

D（
1）
�ア
，
イ
�

こ
�

れ
�

か
�

ら
�

の
�

自
�

分
�

家
庭
生
活
�

と
�地
域
�

自
分
�と
�家
族
�

健
康
�な
�衣
生
活
�

　
�
家
�
族
�
に
�
作
�
っ
�

て
�
あ
�
げ
�
よ
�
う
�

1

B（
3）
�ウ
�

1

B（
3）
�ウ
�

１
�
日
�
分
�
の
�
献
�
立
�
と
�
調
�
理
�

1
B（
2）
�
イ
�

（
3）
�ウ
�

B（
1）
�ア
�，
�イ
�，
�
（
�2）
�ア
�，
�
（
3）
�ア
�

衣
服
の
役
割
�

標
準
服
の
観
察
�

衣
服
の
表
示
�

布
の
成
り
立
ち
と
素
材
�

衣
服
の
手
入
れ
，
�し
�み
抜
き
�

実
験
�

5

C（
1）
�

洗
濯
と
汚
�

れ
落
と
�し
�

の
テ
ス
�ト
�

2
C（
1
）
�
ウ
�，
�

D（
2
）
�
ア
�

実
技
テ
ス
�ト
�　
　
　
　
�

（
ま
つ
り
縫
い
・
ボ
タ
�

ン
付
け
）
�と
手
ぬ
ぐ
い
�

で
作
る
袋
物
　
　
　
　
�

4

C（
1）
�ウ
，
�
（
3）
�ア
�

古
�
着
�
の
�
ゆ
�
く
�
え
�
は
�
？
�

1

D（
2）
�ア
�

　
�
調
理
実
習
：
�

　
豚
肉
の
�し
�ょ
う
が
焼
き
�

　
さ
�や
�え
�ん
�ど
�う
�の
�ソ
�テ
�ー
�

☆
�た
�ん
�ぱ
�く
�質
�・
�脂
�質
�の
�

体
�内
�で
�の
�は
�た
�ら
�き
�と
�１
�

群
・
６
群
の
食
品
�

　
�
包
�
丁
�
テ
�
ス
�
ト
�

中
学
生
の
食
生
活
と
栄
養
�

　
�
調
理
実
習
：
�

　
コ
ー
ン
ス
ー
プ
�

　
ひ
�じ
�き
の
煮
物
�

☆
�ビ
�タ
�ミ
�ン
�の
�体
�内
�

で
�の
�は
�た
�ら
�き
�と
�３
�

群
・
４
群
の
食
品
�

家
族
�と
�住
�ま
�い
�

健
康
�な
�食
生
活
�（
�そ
�の
�2）
�

自
�

分
�

の
�

成
�

長
�

を
�

ふ
�

り
�

返
�

る
�

1

A（
1）
�ア
�幼
児
の
生
�

活
と
発
達
�

の
特
徴
�

2

A（
3）
�ア
�

2

A（
3）
�ア
�，
�イ
�

2

A（
3）
�ア
�，
�イ
�

住
居
の
機
能
と
�

家
族
の
住
ま
い
�

方
�
広
告
を
読
み
取
�

ろ
う
�

3

C（
2）
�ア
�

校
�
内
�
の
�
使
�
い
�
や
�
す
�
さ
�
チ
�
ェ
�
ッ
�

ク
�

1

C（
3）
�イ
�

購
�
入
�
に
�
つ
�
い
�
て
�

1

D（
1）
�イ
�

商
品
の
選
択
と
�

購
入
�

ポ
テ
�ト
�チ
ッ
プ
�

ス
を
調
べ
よ
う
�

3

D（
1）
�ア
，
イ
�

2

D（
1）
�
ア
�

4

B（
1）
�ア
�，
�
（
�2）
�ウ
�，
�
（
�3）
�ア
�

　
�
手
作
り
食
品
と
調
理
�

済
み
食
品
�

調
理
実
習
：
�

　
ハ
ン
バ
ー
グ
�

課
題
と
実
践
：
�

　
１
日
分
の
献
立
と
�

調
理
�

健
康
�な
�食
生
活
�（
�そ
�の
�3）
�

身
近
�な
�消
費
生
活
�

こ
�れ
か
�ら
�の
�自
分
�と
�家
族
�

　
�

自
分
の
食
�

生
活
を
ふ
�

り
返
る
�

日
本
型
食
�

生
活
� 2

B（
1）
�ア
�

2

B（
3）
�ア
�，
�イ
�

2

B（
3）
�ア
�，
�イ
�

2

B（
2）
�ウ
�，
�D（
2）
�ア
�

自
�
分
�
の
�
成
�
長
�
や
�
人
�
間
�
関
�
係
�
を
�

客
�
観
�
的
�
に
�
見
�
つ
�
め
�
よ
�
う
� 1 A（
1）
�

家
族
や
�家
庭
�生
�

活
�の
課
�題
�を
�解
�

決
�す
�る
�方
�法
�を
�

考
�え
�よ
�う
�

（
�ゲ
�ス
�ト
�テ
�ィ
�ー
�

チ
�ャ
�ー
�と
�し
�て
�民
�

生
�委
�員
の
方
の
�

話
�を
�聞
�く
�）
�

3

A（
2）
�ア
，
�イ
�

1 A

３
�
年
�
間
�
を
�
ふ
�
り
�
返
�
っ
�

て
�
 

�
 

�

0.5 全
�

食
品
の
選
択
と
調
理
�

幼
児
の
成
�

長
�

発
達
と
遊
�

び
�

課
題
と
実
�

践
：
�

幼
児
と
の
�

ふ
れ
あ
い
�

や
か
か
わ
�

り
方
を
工
�

夫
�し
�よ
う
�

安
全
な
住
ま
い
�

安
全
な
室
内
・
音
と
�

生
活
�

健
康
と
住
ま
い
の
�

空
気
�

地
域
の
防
災
調
べ
�

消
費
者
の
�

権
利
と
責
�

任
�

（
聞
き
取
�

り
調
査
）
�

　
�

魚
を
食
べ
�

よ
う
�

調
理
実
習
�：
�

い
わ
�し
�の
�

手
開
き
�

　
�

地
域
の
食
�

材
と
食
文
�

化
�

調
理
実
習
�：
�

地
元
の
野
�

菜
を
使
っ
�

て
�

　
�

食
品
の
安
�

全
と
情
報
�

地
域
と
世
�

界
に
目
を
�

向
け
て
�

食
生
活
の
課
題
と
こ
れ
か
ら
の
食
生
活
�

よ
�
り
�
よ
�
い
�
家
�
族
�
家
�
庭
� ，
�

地
�
域
�
に
�
し
�
よ
�
う
�

〈
ポ
イ
ン
�ト
�〉
�

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
を
通
�し
�て
，
家
庭
生
活
と
社
会
の
つ
な
が
り
に
目
を
向
�け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
�

う
に
す
る
こ
と
を
目
指
�し
�ま
�し
�た
。
�

・
各
学
年
に
調
理
実
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
�よ
り
，
学
ん
だ
こ
と
の
定
着
を
は
か
り
，
日
常
�生
活
に
�

生
か
�し
�や
す
く
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
ま
�し
�た
。
�

・
３
年
間
を
通
�し
�て
，
学
習
内
容
や
学
習
形
態
に
人
と
の
つ
な
が
�り
を
意
識
的
に
盛
り
込
む
よ
う
に
�し
�

ま
�し
�た
。
�

・
学
習
領
域
が
変
わ
る
と
き
に
，
で
き
る
だ
け
�前
の
領
域
で
学
ん
だ
こ
と
を
関
連
さ
せ
た
導
入
�に
な
る
�

よ
う
に
配
置
�し
�ま
�し
�た
。
�

技・家［家庭分野］の指導計画 技・家［家庭分野］の指導計画
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◇評価規準の作成のため�の参考資料◇�（抄）�
（平成22年11月）�

国立教育政策�研究所�
教育課程研究セ�ンター�

第8章　技術・家庭�

第1　�教科目標，評価の観点�及びその趣旨等�
1　�教科目標�
　生活に必要な�基礎的・基本的な�知識及び技術の�習得を通�し�て，生活と技術と�のかかわりにつ�いて理解を深め，�進んで生活を工�夫�し�創�
造する能力と実�践的な態度を育て�る。�

2　�評価の観点及びそ�の趣旨�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活�や�技術�に�つ�い�て�の�知識�・�理解�

生活�や�技�術�に�つ�い�て�関�心�を�も�ち，�
生活�を�充�実�向�上�する�た�め�に�進�ん�で�
実践�し�ようとする。�
　�

生�活�に�つ�い�て�見�直�し�，課�題�を�見�付�
け，そ�の�解�決�を�目�指�し�て�自�分�な�り�
に工夫�し�創造�し�ている。�
　�

生活�に�必�要�な�基�礎的�・�基�本�的�な�技�
術を身に付けている。�
　�
　�

生活�や�技�術�に�関�する�基�礎�的�・�基�本�
的�な�知�識�を�身�に�付�け，生�活�と�技�術�
との�か�か�わ�り�に�つい�て�理�解�し�て�い�
る。�

3　�内容のまとまり�
　技術・家庭科�においては，学習�指導要領の内容�に示された以下を�内容のまとまり�と�し�た。�
［技術分野］�
　�「Ａ　�材料と加工に�関する技術」�（1）�，�（2）�，�（3）�
　�「Ｂ　�エネルギー変�換に関する技術�」�（1）�，�（2）�
　�「Ｃ　�生物育成に関�する技術」�（1）�，�（2）�
　�「Ｄ　�情報に関する�技術」�（1）�，�（2）�，�（3）�

［家庭分野］�
　�「Ａ　�家族・家庭と子ど�もの成長」�（1）�，�（2）�，�（3）�
　�「Ｂ　�食生活と自立」�（1）�，�（2）�，�（3）�
　�「Ｃ　�衣生活・住生活と�自立」�（1）�，�（2）�，�（3）�
　�「Ｄ　�身近な消費生活と�環境」�（1）�，�（2）�

第2　�内容のまとまりごとの�評価規準に盛り込むべ�き事項及び評価規準の�設定例�

～略～�

Ⅱ　�家庭分野�

1　�家庭分野の目標�
　衣食住などに�関する実践的・体�験的な学習活動�を通�し�て，生活の自立�に必要な基礎的・�基本的な知識及�び技術を習得する�とともに，�
家庭の機能につ�いて理解を深め，�これからの生活�を展望�し�て，課題をも�って生活をよりよ�く�し�ようとする能力と�態度を育てる。�

2　�家庭分野の評価の�観点の趣旨�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

衣食�住�や�家�族�の�生活�な�ど�に�つ�い�て�
関�心�を�も�ち，こ�れ�か�ら�の�生�活�を�展�
望�し�て�家�庭�生�活�をよ�り�よ�く�す�る�た�
めに進んで実践�し�ようとする。�

衣食�住�や�家�族�の生�活�な�ど�に�つ�いて�
見直�し�，�課題を見付け，�その解決を�
目指�し�て�家�庭�生活�を�よ�り�よ�く�する�
ために工夫�し�創造�し�ている。�

生活�の�自�立�に�必�要な�衣�食�住�や�家�族�
の生�活�な�ど�に�関�する�基�礎�的�・�基�本�
的な技術を身に付けている。�
　�

家庭�の�基�本�的�な�機能�に�つ�い�て�理�解�
し�，生�活�の�自�立�に�必�要�な�衣�食�住�や�
家族�の�生�活�な�ど�に関�す�る�基�礎�的�・�
基本的な知識を身に付けている。�

3　�学習指導要領の内�容，内容のまとまりご�との評価規準に盛り込�むべき事項及び評価規�準の設定例�

（1）�「Ａ　�家族・家庭と子ど�もの成長�（1）�　�自分の成長と家族」�

【学習指導要領�の内容】�
（1）�　自分の成長と�家族について，次�の事項を指導す�る。�
　ア　自分の成�長と家族や家庭生�活とのかかわり�について考えるこ�と。�

【�「�（1）�　�自分の成長と家�族」の評価規準�に盛り込むべき事�項】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

３学�年�間�の�学�習�に�見�通�し�を�も�ち，�
自分�の�成�長�と�家�族や�家�庭�生�活�と�の�
かか�わ�り�に�つ�い�て関�心�を�も�っ�て�学�
習活動に取り組もうと�し�ている。�

【�「�（1）�　�自分の成長と家�族」の評価規準�の設定例】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

・�小�学�校�の�学�習�を�振�り�返�り，３�学�
年間�の�見�通�し�を�も�っ�て�学�習�に�取�
り組もうと�し�ている。�
・自�分�の�成�長�や�生活�は�家�族�や�そ�れ�
にか�か�わ�る�人�々�に�支�え�ら�れ�て�き�
たことに気付いている。 � � �

（2）�「Ａ 家族・家庭と子ども�の成長�（2）�　�家庭と家族関係」�
【学習指導要領�の内容】�
（2）�　家庭と家族関�係について，次の�事項を指導する�。�
　ア　家庭や家�族の基本的な機能�と，家庭生活と�地域とのかかわり�について理解す�ること。�
　イ　これから�の自分と家族との�かかわりに関心�をもち，家族関係�をよりよくする�方法を考えること�。�

【�「�（2）�　�家庭と家族関係�」の評価規準に�盛り込むべき事項�】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

家�庭�と�家�族�関�係�に�つ�い�て�関�心�を�
も�っ�て�学�習�活�動�に�取�り�組�み，家�庭�
生�活�を�よ�り�よ�く�し�よ�う�と�し�て�い�
る。�

家庭�と�家�族�関�係�につ�い�て�課�題�を�見�
付�け，そ�の�解�決�を�目�指�し�て�工�夫�し�
ている。�
　�

家�庭�や�家�族�の�基�本�的�な�機�能，家�庭�
生活�と�地�域�と�の�かか�わ�り�に�つ�い�て�
理解�し�ている。�
　�

【�「�（2）�　�家庭と家族関係�」の評価規準の�設定例】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

・家�庭�生�活�と�地�域と�の�か�か�わ�り�に�
関�心�を�も�ち�，�地�域�の�人�々�と�の�か�か�
わ�り�に�つ�い�て�話�し�合�う�こ�と�な�ど�
を�通�して�，�地�域�の�人�々�と�の�つ�な�が�
り�の�大�切�さ�に�気�付�い�て�い�る�。�

・家�庭�や�家�族�の�基本�的�な�機�能�に�つ�
いて理解�し�ている。�
・家�庭�生�活�が�地�域の�人�々�と�の�つ�な�
がり�の�中�で�成�り�立�っ�て�い�る�こと�
を理解�し�ている。�

・こ�れ�か�ら�の�自�分と�家�族�と�の�か�か�
わ�り�に�関�心�を�も�ち，家�族�関�係�を�
より�よ�く�す�る�た�め�に�で�き�る�こと�
を実践�し�ようと�し�ている。�

・自�分�の�生�活�や�事例�の�家�族�に�つ�い�
て�課�題�を�見�付�け，家�族�関�係�を�よ�
り�よ�く�す�る�方�法�に�つ�い�て�考�え，�
工夫�し�ている。 � �

（3）�Ａ　�家族・家庭と子ども�の成長�（3）�　�幼児の生活と家族」�
【学習指導要�領の内容】�
（3）�　�幼児の生活と家族�について，次の�事項を指導する。�
　ア　幼児の発�達と生活の特徴を�知り，子どもが�育つ環境と�し�ての家族の役�割について理解す�ること。�
　イ　幼児の観�察や遊び道具の製�作などの活動を�通�し�て，幼児の�遊びの意義につい�て理解すること�。�
　ウ　幼児と触�れ合うなどの活動�を通�し�て，幼児への関�心を深め，かか�わり方を工夫で�きること。�
　エ　家族又は�幼児の生活に関心�をもち，課題を�もって家族関係�又は幼児の生活に�ついて工夫�し�，計画を立て�て実践できること�。�

【�「�（3）�　�幼児の生活と家�族」の評価規準�に盛り込むべき事�項】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

幼児�の�生�活�と�家�族に�つ�い�て�関�心�を�
も�っ�て�学�習�活�動�に�取�り�組�み，家�族�
又は�幼�児�の�生�活�をよ�り�よ�く�す�る�た�
めに実践�し�ようと�し�ている。�

幼児�の�生�活�と�家�族に�つ�い�て�課�題�を�
見�付�け，そ�の�解�決�を�目�指�し�て�自�分�
なりに工夫�し�創造�し�ている。�
　�

幼�児�の�生�活�と�家�族�に�関�す�る�基�礎�
的・�基�本�的�な�技�術を�身�に�付�け�て�い�
る。�
　�

幼�児�の�生�活�と�家�族�に�つ�い�て�理�解�
し�，基�礎�的�・�基�本�的�な�知�識�を�身�に�
付けている。�
　�

【�「�（3）�　�幼児の生活と家�族」の評価規準�の設定例】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

・幼�児�の�心�身�の�発達�の�特�徴�に�つ�い�
て理解�し�ている。�
　・身体の発育�
　・運動の機能�
　・言語，情緒，社会性�
・幼�児�の�発�達�を�支え�る�家�族�の�役�割�
について理解�し�ている。�
　・子どもの保護�
　・情緒の安定�
　・社会性�
・�基�本�的な�信�頼�関�係�や生�活�習�慣の�
形成の�重�要性�と�そ�れ�を�支�え�る�家族�
の�役割�に�つ�い�て�理解�し�て�い�る�。�

・幼�児�の�観�察�や�遊び�道�具�の�製�作�な�
ど�の�活�動�を�通�し�て，幼�児�に�関�心�
をもっている。�

・幼�児�の�心�身�の�発達�に�応じ�た�遊�び�
や�遊�び�道�具，遊�び�方�に�つ�い�て�考�
え，工夫�し�ている。�

・幼�児�に�と�っ�て�の遊�び�の�意�義�に�つ�
いて理解�し�ている。�
　�

・幼�児�と�触�れ�合�う活�動�な�ど�を�通�し�
て，�幼児に関心をもち，�適切にか�
かわろうと�し�ている。�
　�

・幼�児�の�心�身�の�発達�に�応じ�た�か�か�
わ�り�方�に�つ�い�て，観�察�し�た�こ�と�
を�生�か�し�て�考�え，工�夫�し�て�い�
る。�

・幼�児�の�遊�び�や�幼児�の�発�達�と�家�族�
と�の�か�か�わ�り�な�ど�に�つ�い�て，観�
点�に�基�づ�い�て�観�察�し�，整�理�す�る�
ことができる。 �

・家�族�又�は�幼�児�の生�活�を�よ�り�よ�く�
す�る�こ�と�に�関�心�を�も�ち，課�題�を�
主�体�的�に�と�ら�え，製�作�や�幼�児�と�
触れ�合�う�活�動�な�ど�の�計�画�と�実践�
に取り組もうと�し�ている。�
　�
　�
　�

・家�族�又�は�幼�児�の生�活�に�つ�い�て�課�
題�を�見�付�け�，�そ�の�解�決�を�目�指�して�
製�作�や�幼�児�と�触�れ�合�う�活�動�な�ど�
の�計�画�を�自�分�な�り�に�工�夫�し�て�い�
る�。�
・製�作�や�幼�児�と�触れ�合�う�活�動�な�ど�
の�実�践�の�成�果�と�課�題�に�つ�い�て�ま�
と�め�た�り�，�発�表�した�り�して�い�る�。�

（4）�　�「Ｂ 食生活と自立�（1）�　�中学生の食生活と栄養�」�
【学習指導要�領の内容】�
（1）�　�中学生の食生活と�栄養について，�次の事項を指導す�る。�
　ア　自分の食�生活に関心をもち�，生活の中で食�事が果たす役割�を理解�し�，健康によい�食習慣について考�えること。�
　イ　栄養素の�種類と働きを知り�，中学生に必要�な栄養の特徴に�ついて考えること�。�
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【�「�（3）�　�日常食の調理と�地域の食文化」�の評価規準に盛り�込むべき事項】�

【�「�（3）�　�日常食の調理と�地域の食文化」�の評価規準の設定�例】�

【�「�（1）�　�中学生の食生活�と栄養」の評価�規準に盛り込むべ�き事項】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

中学�生�の�食�生�活�と栄�養�に�つ�い�て�関�
心を�も�っ�て�学�習�活�動�に�取�り�組�み，�
食生�活�を�よ�り�よ�く�し�よ�う�と�し�て�い�
る。�

中学�生�の�食�生�活と�栄�養�に�つ�い�て課�
題�を�見�付�け，そ�の�解�決�を�目�指�し�て�
工夫�し�ている。�
　�

中学�生�の�食�生�活�と栄�養�に�つ�い�て�理�
解�し�，基�礎�的�・�基�本�的�な�知�識�を�身�
に付けている。�
　�

【�「�（1）�　�中学生の食生活�と栄養」の評価�規準の設定例】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

・�自�分�の�食�生�活�に�関�心�を�も�ち，健�
康�に�よ�い�食�習�慣�に�つ�い�て�考�え，�
日常�生�活�で�実�践�し�よ�う�と�し�て�い�
る。�

・�自�分�の�食�生�活�を�点�検�し�，課�題�を�
見�付�け，健�康�に�よ�い�食�習�慣�な�ど�
について考え，工夫�し�ている。�
　�

・食�事�の�役�割�や�健康�に�よ�い�食�習�慣�
の�重�要�性�に�つ�い�て�理�解�し�て�い�
る。�
　�

・中�学�生�に�必�要�な栄�養�の�特�徴�に�つ�
い�て�関�心�を�も�ち，自�分�の�食�事�と�
かか�わ�ら�せ�て�考�え�よ�う�と�し�て�い�
る。 �

 � �

・栄�養�素�の�種�類�と働�き�に�つ�い�て�理�
解�し�ている。�

・中�学�生�に�必�要�な栄�養�の�特�徴�に�つ�
いて理解�し�ている。�

（3）�「Ｂ 食生活と自立�（2）�　�日常食の献立と食品�の選び方」�
【学習指導要領�の内容】�
（2）�　�日常食の献立と食�品の選び方につ�いて，次の事項を�指導する。�
　ア　食品の栄�養的特質や中学生�の１日に必要な�食品の種類と概量�について知るこ�と。�
　イ　中学生の�１日分の献立を考�えること。�
　ウ　食品の品�質を見分け，用途�に応�じ�て選択できるこ�と。�

【�「�（2）�　�日常食の献立と�食品の選び方」�の評価規準に盛り�込むべき事項】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

日常�食�の�献�立�と�食品�の�選�び�方�に�つ�
いて�関�心�を�も�っ�て学�習�活�動�に�取�り�
組�み，食�生�活�を�よ�り�よ�く�し�よ�う�と�
し�ている。�

日常�食�の�献�立�と食�品�の�選�び�方�につ�
い�て�課�題�を�見�付�け，そ�の�解�決�を�目�
指�し�て工夫�し�ている。�
　�

食品�の�選�び�方�に�関す�る�基�礎�的�・�基�
本的な技術を身に付けている。�
　�
　�

日常�食�の�献�立�と�食品�の�選�び�方�に�つ�
い�て�理�解�し�，基�礎�的�・�基�本�的�な�知�
識を身に付けている。�
　�

【�「�（2）�　�日常食の献立と�食品の選び方」�の評価規準の設定�例】�
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・食�品�の�栄�養�的�特質�や�中�学�生�の�１�
日に�必�要�な�食�品�の�種�類�と�概�量�に�
関�心�を�も�ち，食�品�に�つ�い�て�調�べ�
た�り，計�量�し�た�り�し�よ�う�と�し�て�
いる。�
　�
　�
　�

・食�品�の�栄�養�的�特質�に�つ�い�て�理�解�
し�ている。�
・食�品�群�や�食�品�群別�摂�取�量�の�目�安�
について理解�し�ている。�

・�食�品�を�食�品�群�に�分�類�し�た�り，計�
量�し�た�り�す�る�活�動�を�通�し�て，中�
学生�の�１�日�に�必�要�な�食�品�の�種�類�
と概量について理解�し�ている。�

・中�学�生�の�１�日�分の�食�事�の�と�り�方�
に�関�心�を�も�ち，必�要�な�栄�養�量�を�
満た�す�食�事�の�と�り�方�を�し�よ�う�と�
し�ている。�
　�

・中�学�生�の�１�日分�の�献�立�に�つ�いて�
課�題�を�見�付�け，必�要�な�栄�養�量�を�
満た�す�た�め�に�料�理�や�食�品�の�組�み�
合�わ�せ�に�つ�い�て�考�え，工�夫�し�て�
いる。�

・中�学�生�に�必�要�な栄�養�量�を�満�た�す�
１日�分�の�献�立�の�立�て�方�に�つ�い�て�
理解�し�ている。�
　�
　�

・用�途�に�応じ�た食�品�の�選�択�に�つい�
て�，�収�集�・�整�理�した�情�報�を�活�用�し�
て�考�え�，�工�夫�して�い�る�。� �
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�

・身�近�な�食�品�を�選択�す�る�た�め�に�必�
要な�情�報�を�収�集�・�整�理�す�る�こ�と�
ができる。�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�

・生�鮮�食�品�と�加�工食�品�の�表�示�の�意�
味と�良�否�の�見�分�け�方�に�つ�い�て�理�
解�し�ている。�

　・鮮度�
　・原産地�
　・原材料�
　・食品添加物�
　・栄養成分�
　・期限表示�
　・保存方法など�
・食�品�の�選�択�に�おけ�る�観�点�に�つ�い�
て理解�し�ている。�
　・目的・栄養�
　・価格・調理の能率�
　・環境への影響など�

（6）�　�「Ｂ 食生活と自立�（3）�　�日常食の調理と地域の�食文化」�
【学習指導要領�の内容】�
（3）�　�日常食の調理と地�域の食文化につ�いて，次の事項を�指導する。�
　ア　基礎的な�日常食の調理がで�きること。また�，安全と衛生に留�意�し�，食品や調理用具�等の適切な管理�ができること。�
　イ　地域の食�材を生かすなどの�調理を通�し�て，地域の食文�化について理解す�ること。�
　ウ　食生活に�関心をもち，課題�をもって日常食�又は地域の食材を�生か�し�た調理などの活�動について工夫�し�，計画を立てて�実践できる�
こと。�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

日常�食�の�調�理�と�地域�の�食�文�化�に�つ�
いて�関�心�を�も�っ�て学�習�活�動�に�取�り�
組�み，食�生�活�を�よ�り�よ�く�す�る�た�め�
に実践�し�ようと�し�ている。�

日常�食�の�調�理�と�地域�の�食�文�化�に�つ�
い�て�課�題�を�見�付�け，そ�の�解�決�を�目�
指�し�て�自�分�な�り�に工�夫�し�創�造�し�て�
いる。�

日常�食�や�地�域�の�食材�を�生�か�し�た�調�
理に�関�す�る�基�礎�的・�基�本�的�な�技�術�
を身に付けている。�
　�

地域�の�食�文�化�の�意義�に�つ�い�て�理�解�
す�る�と�と�も�に�，�日�常�食�や�地�域�の�食�材�
を生�か�し�た�調�理�に関�す�る�基�礎�的�・�
基�本�的�な�知�識�を�身�に�付�け�て�い�る�。�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

・�日�常�食�の�調�理�に�関�心�を�も�ち，調�
理�技�術�を�習�得�し�よ�う�と�し�て�い�
る。�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
・食�品�や�調�理�用�具等�の�安�全�と�衛�生�
に�配�慮�し�，調�理�実�習�で�実�践�し�よ�
うと�し�ている。 �
　�
　�
　�
　�

・�基�礎�的�な�日�常�食�の�調�理�に�つ�い�
て，調�理�に�必�要�な�手�順�や�時�間�を�
考�え�て�計�画�し�た�り，食�品�の�調�理�
上の�性�質�を�生�か�し�た�調�理�を�工夫�
し�たり�し�ている。�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�

・調�理�の�目�的�や�食材�に�合�っ�た�基�本�
的な調理操作ができる。�
　・洗い方�
　・切り方�
　・加熱調理�（煮る�,�焼く�,�炒める）�
　・調味�
　・盛り付け�
　・配膳�
　・後片付け�
・�安�全�と�衛�生�に�留�意�し�，食�品�や�調�
理�用�具�等�の�適�切�な�管�理�が�で�き�
る。�
　・魚や肉などの生の食品�
　・ふきん，�まな板，�包丁などの調�

理用具�
　・調理用熱源�

・食�品�の�調�理�上�の性�質�に�つ�い�て�理�
解�し�ている。�
・加�熱�調�理�と�調�味の�要�点�に�つ�い�て�
理解�し�ている。�
　�
　�
　�
　�
　�
・食�品�や�調�理�用�具の�安�全�と�衛�生�に�
留意�し�た�取�扱�い�方�に�つ�い�て�理解�
し�ている。�
　�
　�
　�
　�

・地�域�の�食�材�を�生か�し�た�日�常�食�な�
ど�の�調�理�を�通�し�て，地�域�の�食�文�
化に関心をもっている。�

・地�域�の�食�文�化�の意�義�に�つ�い�て�理�
解�し�ている。�
　�

・自�分�や�家�族�の�食生�活�を�よ�り�よ�く�
す�る�こ�と�に�関�心�を�も�ち�，�課�題�を�主�
体�的�に�と�ら�え�，�日�常�食�又�は�地�域�の�
食�材�を�生�か�し�た�調�理�な�ど�の�計�画�
と�実�践�に�取�り�組�も�う�と�し�て�い�
る�。�
　�
　�
　�

・自�分�や�家�族�の�食生�活�に�つ�い�て�課�
題�を�見�付�け�，�そ�の�解�決�を�目�指�して�
日�常�食�又�は�地�域�の�食�材�を�生�かし�
た�調�理�な�ど�の�計�画�を�自�分�な�り�に�
工�夫�して�い�る�。�
・日�常�食�又�は�地�域の�食�材�を�生�か�し�
た�調�理�な�ど�の�実�践�の�成�果�と�課�題�
に�つ�い�て�ま�と�め�た�り�，�発�表�した�り�
して�い�る�。� � �

（7）�　�「Ｃ 衣生活・住生活と自立�（1）�　�衣服の選択と手入�れ」�
【学習指導要�領の内容】�
（1）�　�衣服の選択と手入�れについて, 次の事項を指�導する。�
　ア　衣服と社�会生活とのかかわ�りを理解�し�，目的に応�じ�た着用や個性�を生かす着用を�工夫できること。�
　イ　衣服の計�画的な活用の必要�性を理解�し�，適切な選択が�できること。�
　ウ　衣服の材�料や状態に応�じ�た日常着の手�入れができるこ�と。�

【�「�（1）�　�衣服の選択と手�入れ」の評価規準�に盛り込むべき�事項】�

【�「�（1）�　�衣服の選択と手�入れ」の評価規�準の設定例】�
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衣服の着用，�選択，�手入れについて�
関�心�を�も�っ�て�学�習�活�動�に�取�り�組�
み，衣�生�活�を�よ�り�よ�く�し�よ�う�と�し�
ている。�

衣服の着用，�選択，�手入れについて�
課�題�を�見�付�け，そ�の�解�決�を�目�指�し�
て工夫�し�ている。�
　�

衣服の着用，�選択，�手入れに関する�
基礎�的�・�基�本�的�な技�術�を�身�に�付�け�
ている。�
　�

衣�服�の�着�用�，�選�択�，�手�入�れ�に�つ�い�て�
理�解�し，�基�礎�的�・�基�本�的�な�知�識�を�身�
に�付�け�て�い�る�。�
　�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

・衣�服�と�社�会�生�活と�の�か�か�わ�り�に�
関�心�を�も�ち，時�・�場�所�・�場�合�に�
応�じ�た�衣�服�を�着�用�し�よ�う�と�し�て�
いる。�

・目�的�に�応じ�た�着用�や�個�性�を�生�か�
す�着�用�に�つ�い�て�考�え，工�夫�し�て�
いる。�
　�

・衣�服�の�社�会�生�活上�の�機�能�に�つ�い�
て理解�し�ている。�

　�
　�

・既�製�服�を�選�択�する�た�め�の�情�報�を�
収集・整理することができる。�
　�
　�

・目�的�に�応じ�た�衣服�の�適�切�な�選�択�
について考え，工夫�し�ている。�
　�
　�

・�衣�服�の�計�画�的�な�活�用�の�必�要�性�を�
理解�し�て�い�る�。�
・既�製�服の�表�示�と�選�択�に�当た�っ�て�の�
留意事項�に�つ�い�て�理解�し�て�い�る�。�

・洗�濯�の�要�点�と�方法�に�つ�い�て�理�解�
して�い�る�。�
　�・�衣�服�材�料�の�手�入�れ�に�か�か�わ�る�
性�質�

　�・�洗�剤�の�働�き�と�種�類�
　�・�電�気�洗�濯�機�を�用�い�た�洗�濯�の�特�
徴�

　�・�汚�れ�方�に�応�じ�た�洗�い�方�
・補�修�の�目�的�と�布地�に�適�し�た�方�法�
に�つ�い�て�理�解�して�い�る�。�

・衣�服�の�材�料�や�状態�に�応じ�た�日�常�
着�の�手�入�れ�に�関�心�を�も�ち�，�洗�濯�や�
補�修�の�課�題�に�取�り�組�も�う�と�し�て�
い�る�。�
　�
　�
　�
　�
　�
　�

・衣�服�の�材�料�や�状態�に�応じ�た�洗�濯�
や�補�修�に�つ�い�て�考�え�，�工�夫�して�い�
る�。�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�

・衣�服�の�材�料�や�汚れ�方�に�応じ�た�方�
法�で�日�常�着�の�洗�濯�が�で�き�る�。�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
・�補�修�の�目�的�と�布�地�に�適�した�方�法�で�
衣�服�を�補�修�す�る�こ�と�が�で�き�る�。�
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安全�で�快�適�な�室�内環�境�の�整�え�方�と�
住ま�い�方�に�つ�い�て関�心�を�も�っ�て�学�
習�活�動�に�取�り�組�み，住�生�活�を�よ�り�
よく�し�ようと�し�ている。�

安全�で�快�適�な�室内�環�境�の�整�え�方と�
住ま�い�方�に�つ�い�て�課�題�を�見�付�け，�
そ�の�解�決�を�目�指�し�て�工�夫�し�て�い�
る。�

住�居�の�機�能�に�つ�い�て�理�解�し�，安�全�
で快�適�な�室�内�環�境の�整�え�方�と�住�ま�
い方�に�関�す�る�基�礎的�・�基�本�的�な�知�
識を身に付けている。�

【�「�（2）�　�住居の機能と住�まい方」の評価�規準の設定例】�
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・自�分�や�家�族�の�住空�間�と�生�活�行�為�
と�の�か�か�わ�り�に�つ�い�て�関�心�を�
もっ�て�学�習�活�動�に�取�り�組�ん�で�い�
る。�

・住�居�の�基�本�的�な機�能�に�つ�い�て�理�
解�し�ている。�

　�
　�

・安�全�で�快�適�な�室内�環�境�に�関�心�を�
も�ち，整�え�方�や�住�ま�い�方�の�課�題�
に取り組もうと�し�ている。�
　�
　�
　�
　�

・�室�内�環�境�に�つ�い�て�課�題�を�見�付�
け，調�査�・�観�察�・�実�験�な�ど�を�通�
し�て， 安全で快適な整え方や住�
ま�い�方�に�つ�い�て�考�え，工�夫�し�て�
いる。�
　�
　�

・安�全�で�快�適�な�室内�環�境�の�整�え�方�
と住�ま�い�方�に�関�す�る�具�体�的�な�方�
法について理解�し�ている。�
　・家�庭�内�事�故�の�防�止�や�自�然�災�害�
への備え�

　・室内の空気調節�
　・音と生活とのかかわり�

（8）�「Ｃ 衣生活・住生活と自�立�（2）�　�住居の機能と住まい方�」�
【学習指導要領�の内容】�
（2）�　�住居の機能と住ま�い方について，�次の事項を指導す�る。�
　ア　家族の住�空間について考え�，住居の基本的�な機能について知�ること。�
　イ　家族の安�全を考えた室内環�境の整え方を知�り，快適な住まい�方を工夫できる�こと。�

【�「�（2）�　�住居の機能と住ま�い方」の評価規�準に盛り込むべき�事項】�

【�「�（1）�　�家庭生活と消費�」の評価規準の�設定例】�
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・自�分�や�家�族�の�消費�生�活�に�つ�い�て�
関�心�を�も�ち，消�費�の�在�り�方�を�改�
善�し�ようと�し�ている。�

・消�費�者�の�基�本�的�な�権�利�と�責任，�
消費�者�基�本�法�の�趣�旨�に�つ�い�て理�
解�し�ている。�

・身�近�な�販�売�方�法�に�関�心�を�もち，�
その�利�点�と�問�題�点�に�つ�い�て�考え�
ようと�し�ている。�
　�
　�
　�

・収�集�・�整�理�し�た情�報�を�活�用�し�て�
物�資�・�サ�ー�ビ�ス�の�選�択�，�購�入�及�び�
活�用�に�つ�い�て�考�え�，�工�夫�し�て�い�
る�。�
　�
　�

・�物�資�・�サ�ービ�ス�の�選�択，購�入�及�
び活�用�に�つ�い�て�必�要�な�情�報�を収�
集・整理することができる。�

　�
　�
　�

・中�学�生�に�か�か�わり�の�深�い�販�売�方�
法�の�特�徴�に�つ�い�て�理�解�し�て�い�
る。�

・�物�資�・�サ�ービ�ス�の�選�択，購�入�及�
び活�用�に�関�す�る�知�識�を�身�に�付け�
ている。�

　�「まえがき」�からいきなり�引き寄せられ�

て�し�まう本書は，著者�が教職生活50年�間�

の中で，民間教�育研究会への参加�や雑誌�

の編集を通�し�て培われた人�脈や情報をも�

とに，軽妙に，�わかりやすく，興�味を引�

く内容を，ユ�ーモラスなイラ�ス�ト�を駆使�

し�ながら，読者の�好奇心を駆り立て�てい�

くものである�。�

　�

　構成は以下�の５編でまとめ�られている。�

・食べ物編�

・文具・日用�品編�

・身近な道具�編�

・機械・エネ�ルギー編�

・遊び・スポ�ーツ・身体編�

　�

　食べ物編で�は「天ぷらと油�売り」�，�「出�

前と岡持ち」�，文具・日用品�編では�「歯ブ�

ラシことは�じ�め」�，�「�ト�イ�レ�の進化と紙巻�

器」�。身�近�な�道�具�編�で�は「孫�の�手，熊�手，�

ユンボの手」�，�「目打ち，ミシ�ン目，カッ�

ト�テープ」�，�「理髪師と外�科医の意外な関�

係」�。機械・エネ�ルギー編では�「自転車は�

ノーベル賞も�の」�，�「ネッ�ト�社会の起点は�

アッ�ト�マーク」�。�遊び・スポー�ツ・身体編�

では「おもち�ゃは科学の宝庫�」�，�「生き物�

の目と視野」�……，と，タイ�ト�ルを並べ�

ただけでも思�わず吸い込まれ�，一気に読�

みたくなって�し�まう。さらに�記載内容は，�

本書のタイ�ト�ルどおり，身近�な「モノ」�

や「コ�ト�」を対象に�し�て，歴史をひも�解�

き，�科学的根拠を示�し�，�「なるほど，�そう�

なのか」と納得�することばかりで�ある。�

　生活や技術を�学びの対象とする�技術・�

家庭を指導され�ている先生方にと�っては，�

本書の中で取り�上げられている「�モノ」�

や「コ�ト�」は，日常的�なことであり，�当�

たり前と思われ�ているかも�し�れないが，�

読み進むうちに�，新たな発見に驚�かれる�

ことだろう。そ�し�て，次の授業で�は，話�

の種に生徒に一�つ披露�し�てみよう，と�思�

われる先生もい�らっ�し�ゃるだろう。�

　�

　土木工学を学�び，構造力学を専�門と�し�

て�き�た�著�者�な�ら�で�は�の，�「モ�ノ」や「コ�

ト�」への目の付�け所はさすがであ�る。�

　技術・家庭科�の先生方に留まら�ず，中�

学生，高校生，�大学生，社会人…�…と，�

幅広く，ぜひ手�にとって，唸って�いただ�

きたい。そ�し�て，技術・家�庭科という教�

科と重ね合わせ�ながら生活の事象�を楽�し�

んでいただけた�ら，著者の本書出�版の目�

的の一つが果た�せたことになるの�ではな�

かろうか，と，�推測する次第であ�る。�

（編集部）�

（9）�「Ｃ 衣生活・住生活と自�立�（3）�　�衣生活，住生活などの�生活の工夫」�
【学習指導要領�の内容】�
（3）�　�衣生活，住生活な�どの生活の工夫�について，次の事�項を指導する。�
　ア　布を用い�た物の製作を通�し�て，生活を豊か�にするための工夫�ができること。�
　イ　衣服又は�住まいに関心をも�ち，課題をもっ�て衣生活又は住生�活について工夫�し�，計画を立てて�実践できること�。�

【�「�（3）�　�衣生活，住生活な�どの生活の工夫�」の評価規準に盛�り込むべき事項�】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

衣�生�活，住�生�活�な�ど�の�生�活�の�工�夫�
に�つ�い�て�関�心�を�も�ち，布�を�用�い�た�
物�の�製�作�な�ど�に�取�り�組�み，衣�生�活�
又は�住�生�活�を�豊�かに�す�る�た�め�に�実�
践�し�ようと�し�ている。�

衣�生�活，住�生�活�な�ど�の�生�活�の�工�夫�
に�つ�い�て�課�題�を�見�付�け，そ�の�解�決�
を目�指�し�て�自�分な�り�に�工�夫�し�創造�
し�ている。�
　�

布�を�用�い�た�物�の�製�作�や�衣�生�活，住�
生活�な�ど�の�生�活�の工�夫�に�関�す�る�基�
礎的�・�基�本�的�な�技術�を�身�に�付�け�て�
いる。�
　�

衣�生�活，住�生�活�な�ど�の�生�活�の�工�夫�
に関�す�る�基�礎�的�・基�本�的�な�知�識�を�
身に付けている。�
　�
　�

【�「�（3）�　�衣生活，住生活�などの生活の工�夫」の評価規準の�設定例】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

・�布�を�用�い�た�物�の�製�作�に�関�心�を�
も�っ�て�取�り�組�み，自�分�や�家�族�の�
生�活�を�豊�か�に�し�よ�う�と�し�て�い�
る。�
　�
　�

・衣�生�活�や�住�生活�を�豊�か�に�す�るた�
め�の�製�作�品�を�考�え，製�作�計�画�や�
方法�に�つ�い�て�自�分�な�り�に�工�夫�を�
し�ている。�
　�
　�

・�安�全�で�能�率�よ�く，布�を�用�い�た�物�
の製作をすることができる。�
　・目的に応�じ�た縫い方�
　・用具の安全な取扱い �
　�
　�

・布�を�用�い�た�物�の製�作�に�関�す�る�知�
識を身に付けている。�
　・材料と用具の選択�
　・製作手順�
　・目的に応�じ�た縫い方�
　・用具の安全な取扱い�

・自�分�や�家�族�の�衣生�活�又�は�住�生�活�
をよ�り�よ�く�す�る�こ�と�に�関�心�を�も�
ち，課�題�を�主�体�的�に�と�ら�え，製�
作や�調�査�な�ど�の�計�画�と�実�践�に�取�
り組もうと�し�ている。�
　�
　�

・�自�分や家�族�の衣�生�活�又�は�住�生�活�
に�つ�い�て�課題�を�見付け�，�そ�の�解�決�
を�目�指�し�て�製�作や�調�査�な�ど�の�計画�
を�自分�な�り�に�工夫�し�て�い�る�。�
・製�作�や�調�査�など�の�実�践�の�成�果と�
課�題�に�つ�い�て�ま�と�め�た�り，発�表�
し�たり�し�ている。 � �

（10）�「Ｄ 身近な消費生活と�環境�（1）�　�家庭生活と消費」�
【学習指導要領�の内容】�
（1）�　�家庭生活と消費に�ついて，次の事�項を指導する。�
　ア　自分や家�族の消費生活に関�心をもち，消費�者の基本的な権利�と責任について�理解すること。�
　イ　販売方法�の特徴について知�り，生活に必要�な物資・サー�ビ�スの適切な選�択，購入及び活�用ができること。�

【�「�（1）�　�家庭生活と消費」�の評価規準に盛�り込むべき事項】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

家�庭�生�活�と�消�費�に�つ�い�て�関�心�を�
も�っ�て�学�習�活�動�に�取�り�組�み，消�費�
生�活�を�よ�り�よ�く�し�よ�う�と�し�て�い�
る。�

家庭�生�活�と�消�費に�つ�い�て�課�題�を見�
付�け，そ�の�解�決�を�目�指�し�て�工�夫�し�
ている。�
　�

家庭�生�活�と�消�費�に関�す�る�基�礎�的�・�
基本的な技術を身に付けている。�
　�
　�

家庭�生�活�と�消�費�に�つ�い�て�理�解�し�，�
基礎�的�・�基�本�的�な知�識�を�身�に�付�け�
ている。�
　�

（11）�「Ｄ 身近な消費生活と環境�（2）�　�家庭生活と環境」�
【学習指導要�領の内容】�
（2）�　�家庭生活と環境に�ついて，次の事�項を指導する。�
　ア　自分や家�族の消費生活が環�境に与える影響�について考え，�環境に配慮�し�た消費生活につ�いて工夫�し�，実践できるこ�と。�

【�「�（2）�　�家庭生活と環境�」の評価規準に盛�り込むべき事項�】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

環境�に�配�慮�し�た�消費�生�活�に�つ�い�て�
関�心�を�も�っ�て�学�習�活�動�に�取�り�組�
み，よ�り�よ�い�生�活�を�実�践�し�よ�う�と�
し�ている。�

環境�に�配�慮�し�た�消費�生�活�に�つ�い�て�
課�題�を�見�付�け，そ�の�解�決�を�目�指�し�
て�自�分�な�り�に�工�夫�し�創�造�し�て�い�
る。�

消費�生�活�と�環�境�との�か�か�わ�り�に�つ�
い�て�理�解�し�，基�礎�的�・�基�本�的�な�知�
識を身に付けている。�
　�

【�「�（2）�　�家庭生活と環境�」の評価規準の�設定例】�

生活や技術への関心�・�意欲�・�態度� 生活を工夫�し�創造する能力� 生活の技能� 生活や技術についての知識�・�理解�

・自�分�や�家�族�の�消費�生�活�が�環�境�に�
与�え�る�影�響�に�つ�い�て�関�心�を�も�
ち，環�境�に�配�慮�し�た�消�費�生�活�を�
実践�し�ようと�し�ている。�
　�

・�自�分�や�家�族�の�消�費�生�活�を�点�検�
し�，環�境�に�配�慮�し�た�消�費�生�活�に�
つ�い�て�考�え�た�り，実�践�を�通�し�て�
自�分�な�り�に�工�夫�し�た�り�し�て�い�
る。�

・自�分�や�家�族�の�消費�生�活�が�環�境�に�
与え�る�影�響�に�つ�い�て�理�解�し�てい�
る。�

・環�境�に�配�慮�し�た消�費�生�活�に�関�す�
る知識を身に付けている。�
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